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～14名の議員が市政を問う～

神
こう

志
　じ　

那
　な　

　文
ふみ

　寛
ひろ

　

太
陽
光
発
電
を
行
う
目

的
は
何
か
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
や
水
力
発
電
と
の
比
較

検
討
は
行
っ
た
か
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
は
い
く
つ
か

の
種
類
が
あ
り
、
そ
の
選

定
は
調
達
コ
ス
ト
か
ら
発

電
量
に
も
影
響
す
る
た
め
、

最
良
の
バ
イ
オ
マ
ス
と
発

電
設
備
な
ら
び
に
環
境
へ

の
影
響
を
含
め
、
慎
重
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 市

長

市
長

生活保護基準の引き下げは、市民に
　どのような影響をもたらすのか

～多くの制度に影響が出る～

自然エネルギーを促進し、
　　　　原子力発電から撤退を

～太陽光発電事業を推進～

社
会
福
祉
課
長

　

生
活
保
護
基
準
を
引
き

下
げ
た
場
合
に
は
、
個
人

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
、

保
育
料
の
免
除
、
国
民
年

金
の
免
除
対
象
者
、
就
学

援
助
、
さ
ら
に
は
最
低
賃

金
な
ど
多
く
の
制
度
に
影

響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
の
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
慎
重
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

生
活
保
護
基
準
を
引
き

下
げ
る
と
、
保
護
を
受
け

て
い
な
い
他
の
市
民
に
も

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い

か
。

　

基
準
を
引
き
下
げ
な
い

よ
う
に
、
国
に
要
請
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

採
算
が
取
れ
る
ま
で
11

年
か
か
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
12
年
目
以
降
し
か
利

益
が
出
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

　

総
事
業
費
約
８
億
２
千

万
円
の
返
済
を
20
年
均
等

に
年
４
１
０
０
万
円
の
返

済
と
す
れ
ば
、
初
年
度
か

ら
税
込
約
３
４
０
０
万
円

の
使
用
可
能
な
自
主
財
源

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

水
力
発
電
は
、
自
然
・

地
理
的
な
条
件
や
水
利
権

な
ど
事
前
に
解
決
す
べ
き

課
題
が
あ
り
、
時
間
を
要

し
ま
す
。

　

一
方
、
太
陽
光
発
電
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
無

 

む 

尽じ
ん

で

あ
り
、
調
達
コ
ス
ト
も
か

か
ら
ず
、
異
臭
や
廃
棄
物

な
ど
の
副
産
物
も
発
生
せ

ず
、
広
大
な
平
坦
な
土
地

な
ど
が
あ
れ
ば
設
置
可
能

で
す
。

　

遊
休
公
有
地
の
有
効
活

用
や
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電

事
業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

民間事業者が設置している太陽光発電施設
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一 般 質 問

深
ふか

　田
　た　

　征
せい

　三
ぞう

　

本
市
の
最
高
規
範
と
し

て
平
成
24
年
３
月
に
制
定

し
、
同
年
10
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
「
豊
後
大
野
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

に
基
づ
く
市
民
、
行
政
、

市
議
会
が
連
携
し
た
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
的
な
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
は
。

　

平
成
24
年
に
本
条
例
が

施
行
さ
れ
、
協
働
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
協
議
を

本
格
的
に
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
会
議
」
を

設
け
、
協
働
に
つ
い
て
協

議
を
す
る
と
と
も
に
、
作

市
長

金
　き　ん　

科
　か　

玉
ぎょく

条
じょう

はどこへ

～本格的な協議を開始～

業
部
会
で
は
関
係
各
課
の

横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

議
論
を
進
め
て
い
き
、
早

急
に
本
市
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を

形
に
し
、
実
行
段
階
へ
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
様
々
な
地
域

課
題
を
一
緒
に
考
え
、
解

決
策
を
探
る
「
地
域
担
当

職
員
制
度
」
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
全
職
員
が
地
域

担
当
と
な
る
よ
う
な
仕
組

み
に
変
え
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
こ

れ
ま
で
の
使

　

し　

途
　

と　

を
特
定
し

た
補
助
金
よ
り
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
自
由
に
使

え
る
交
付
金
の
方
が
よ
り

効
果
が
高
い
と
考
え
、
そ

う
い
っ
た
交
付
金
の
創
設

に
つ
い
て
、
将
来
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

※

　

さ
ら
に
、
公
民
館
を
地

域
性
の
あ
る
話
題
を
取
り

上
げ
て
学
習
す
る
生
涯
学

習
の
重
要
性
と
、
自
ら
が

企
画
し
、
運
営
す
る
弾
力

性
の
あ
る
自
主
公
民
館
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
公
民
館
機
能
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
で
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
中
心
的
拠
点
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
全
課
を
あ

げ
て
取
り
組
む
重
要
な
課

題
の
一
つ
と
位
置
付
け
、

横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
行
す
る
の
は

行
政
、
議
会
、
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
で
あ
り
、
本

条
例
の
制
定
の
意
義
を
多

く
の
方
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※金科玉条＝最も大切にして守らなければならない重要な法律、または規則。
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